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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、このたび「アライアンス・バーンスタイン・

財産設計 ２０２０／２０３０／２０４０」は第９
期、「アライアンス・バーンスタイン・財産設計 
２０５０」は第３期の決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

①｢アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０｣､｢アライアンス・
バーンスタイン・財産設計 ２０３０｣､｢アライアンス・バーンスタイ
ン・財産設計 ２０４０｣および「アライアンス・バーンスタイン・財産
設計 ２０５０」(以下､総称して｢アライアンス・バーンスタイン・財産
設計｣､それぞれを｢財産設計２０２０｣､｢財産設計２０３０｣､｢財産設
計２０４０｣､｢財産設計２０５０｣という場合があります｡)は､受益者
が退職を迎える年(以下､｢ターゲット・イヤー｣といいます｡)を各ファン
ドごとに想定し､ターゲット・イヤー以降の退職後資⾦形成に備えるた
め､信託財産の資産配分を時間経過にしたがい変更することにより､⻑
期的な値上がり益の獲得､または信託財産の保全とインカム収益の獲
得を図ることによりトータル・リターンの最大化を目指します｡ 

②日本株式､新興国株式を含む海外株式(以下､｢海外株式｣といいます｡)､
世界の不動産投資信託(以下､｢世界のリート｣といいます｡)､日本債券
および海外債券の各資産クラスを投資対象とする投資対象ファンド
ならびに短期⾦融商品等に分散投資を⾏います｡なお､将来の市場構
造の変化等によっては､投資対象とする資産クラスまたは投資スタイ
ルを⾒直し､投資対象ファンドを変更する場合があります｡ 

③時間の経過にしたがい投資対象ファンドおよび短期⾦融商品等への資
産配分(以下､｢基本資産配分｣といいます｡)をより保守的に変更します｡ 

主 要 
運 用 対 象 

財産設計２０２０ 
財産設計２０３０ 
財産設計２０４０ 
財産設計２０５０ 

｢適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタ
イン・日本株式バリュー戦略ファンド｣､｢適格機関
投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外
株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッ
ジ）｣､｢適格機関投資家私募 アライアンス・バー
ンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為
替ヘッジあり）－４｣､｢アライアンス・バーンスタ
イン・グローバル・リート・マザーファンド｣およ
び短期⾦融商品等を投資対象とします｡ 

投資対象ファンド 

｢適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタ
イン・日本株式バリュー戦略ファンド｣､｢適格機関
投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外
株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッ
ジ）｣､｢適格機関投資家私募 アライアンス・バーン
スタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為替ヘッ
ジあり）－４｣および｢アライアンス・バーンスタイ
ン・グローバル・リート・マザーファンド｣は､それ
ぞれの｢当ファンドの仕組み｣をご覧ください｡ 

組 入 制 限 

財産設計２０２０ 
財産設計２０３０ 
財産設計２０４０ 
財産設計２０５０ 

①投資対象ファンドへの投資割合には制限を設け
ません｡ 

②外貨建資産への実質投資割合には制限を設けま
せん｡ 

③株式への直接投資は⾏いません｡ 

投資対象ファンド 

｢適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタ
イン・日本株式バリュー戦略ファンド｣､｢適格機関
投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外
株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッ
ジ）｣､｢適格機関投資家私募 アライアンス・バーン
スタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為替ヘッ
ジあり）－４｣および｢アライアンス・バーンスタイ
ン・グローバル・リート・マザーファンド｣は､それ
ぞれの｢当ファンドの仕組み｣をご覧ください｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏います｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収益および売買益

(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等を勘案して決定します｡

ただし､分配対象額が少額の場合には､分配を⾏わないこともあります｡ 
③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方針｣および｢運

用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 
追加型投信／内外／資産複合 
２０２０／２０３０／２０４０ 第９期(決算日2018年１⽉18日)、２０５０ 第３期(決算日2018年１⽉18日) 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

５期(2014年１月20日) 15,720 0 23.8 99.6 446 

６期(2015年１月19日) 17,726 0 12.8 99.7 736 

７期(2016年１月18日) 16,481 0 △ 7.0 96.4 1,512 

８期(2017年１月18日) 18,355 0 11.4 99.7 1,942 

９期(2018年１月18日) 20,472 0 11.5 99.7 2,726 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年１月18日 18,355 － 99.7 

１月末 18,370 0.1 99.6 

２月末 18,720 2.0 99.4 

３月末 18,704 1.9 99.8 

４月末 18,847 2.7 99.7 

５月末 18,968 3.3 100.0 

６月末 19,059 3.8 100.1 

７月末 19,208 4.6 99.6 

８月末 19,090 4.0 99.9 

９月末 19,539 6.5 99.4 

10月末 19,766 7.7 100.1 

11月末 19,862 8.2 100.0 

12月末 20,231 10.2 100.1 

(期  末)    

2018年１月18日 20,472 11.5 99.7 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ ベンチマークについて 

当ファンドは、複数の投資信託証券を投資対象とし、時間の経過にしたがい資産配分を変更するファンドであり、特定の指数を上回ること

を目指す運用を行っていないため、ベンチマーク、参考指標はありません。    
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

  
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０（以下「当ファンド」ということがあります。）の運

用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比11.5％※の上昇となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの前期末比の投資対象ファンドの騰落率は、日本株式が26.6％、海外株式が20.8％、世界債券が

－0.1％、世界のリートが2.3％となりました。投資対象ファンドをファンドの方針にしたがい配分した結果、

基準価額の主な変動要因は次のとおりです。 

上昇要因：最も保有比率の高い海外株式が期を通じておおむね堅調に推移したこと 

下落要因：保有比率が高めの世界債券がやや軟調であったこと   
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

  
当期の投資環境は以下のとおりです。 

 

【日本株式】 

日本株式市場は、前期末比で上昇しました。 

期初から2017年３月半ばにかけては、米国トランプ政権の財政政策への期待が高まった一方で、保護主義的

な通商政策への懸念から、上値の重い展開が続き、その後は、北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念などから、

下落しました。円高の進行も重しとなりました。しかし、４月下旬には、政治・地政学リスクへの懸念が後退

したことから反発し、好調な企業業績や為替の円安傾向などを好感して８月半ばにかけて堅調に推移しまし

た。その後も、一時軟調に転じる場面はあったものの、好調な企業業績や世界経済、衆議院選挙における与党

の勝利などを背景に、期末にかけておおむね堅調に推移しました。 

 

【海外株式】 

世界株式市場は、前期末比で上昇しました。 

好調な企業業績、欧米の金融当局による金融緩和縮小への慎重な姿勢、米国の法人税減税政策実現への期待

などが後押ししました。中東や北朝鮮における地政学リスク、ドイツやイギリスの長期金利の上昇、米国のト

ランプ大統領の政権運営への懸念などが嫌気されて、一時的に調整する場面が幾度かあったものの、期を通じ

ておおむね堅調に推移しました。 

 

【世界債券】 

世界の債券市場は以下のとおりでした。 

米国国債は、前期末比で価格は下落（利回りは上昇）しました。期初から2017年３月中旬にかけては、利上

げ期待などから、価格は下落しましたが、その後は北朝鮮情勢などの地政学リスクやトランプ政権に対する政

治不安から価格は上昇（利回りは低下）しました。９月中旬以降期末にかけては、利上げや法人税減税政策実

現への期待から価格は再び下落基調で推移しました。 

ドイツ国債は、前期末比で価格は下落しました。期初から2017年６月にかけては欧州の政治不安などから価

格は不安定な動きが続き、６月下旬に金融緩和縮小の可能性から価格は大きく下落しました。その後は、地政

学リスクや、10月の欧州中央銀行理事会で量的緩和縮小が決定されたものの慎重な姿勢が示されたことから、

価格は上昇しましたが、12月中旬から期末にかけてはドイツのインフレ率が想定を上回ったことなどから価

格は大きく下落しました。 

日本国債は、前期末比で価格は若干下落しました。期を通じて、日本銀行（日銀）による長短金利操作（イー

ルドカーブ・コントロール）が続く中で、欧米金利の動向を受けて狭いレンジで推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

【世界のリート】 

世界のリート市場は、前期末比で上昇しました。 

世界的な長期金利の低下傾向や、好調な経済指標、リートの好決算に支えられ、不安定ながらも上昇基調を

維持しました。当期中、米国では政策金利が３回利上げされたほか、欧州でも金融緩和縮小の示唆がありまし

たが、影響は軽微に留まりました。また、世界的な株高の流れから投資家のリスク選好指向が強まったことも

リート市場を支えました。しかしながら、期末にかけては、米国の法人税減税政策実現への期待を背景に米国

を中心に長期金利が上昇し、上値の重い展開となりました。 

 

【外国為替】 

円ドル相場は、期初から2017年９月中旬にかけては、欧米の金利動向や北朝鮮情勢などの地政学リスクなど

から、不安定な動きの中、円高基調で推移しました。その後、米国の法人税減税政策への期待や金利の上昇を

背景に円安ドル高となりましたが、期末にかけては欧州金利の上昇や米国のインフレ指数が予想を下回った

ことなどから、円高ドル安に転じました。 

当期末の為替は、期首に比べて米ドル・円が１円50銭の円高・米ドル安となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

  
当ファンドは、複数の投資対象ファンドへの投資を通じて、実質的に国内外の株式、債券等に投資を行いま

す。当ファンドが投資する資産については、①基本資産配分は時間の経過に従い、成長性を重視する株式高位

から徐々に債券や短期金融商品への配分を高めます。②下落リスク抑制機能が、市場環境の変化に合わせて、

リスク資産（株式およびリート）の割合をその時の基本資産配分から最大20％までの範囲で、機動的に債券へ

シフトします。 

 

＜基本資産配分の推移＞ 

当期中、ファンドの方針に従い、基本資産配分の見直しを行いました。前期末（2017年１月）と当期末との

差は、世界の株式：－1.40％、世界の債券：＋1.40％、世界のリート：変わらずで、当期末の基本資産配分は、

世界の株式57.8％、世界の債券32.2％、世界のリート10.0％でした。 

 

引き続き、時間の経過に従い成長性を重視する株式高位から徐々に債券や短期金融商品中心の配分へと変

更する基本資産配分に基づいた運用を行ってまいります。 

 

＜下落リスク抑制機能＞ 

当期中ならびに当期末時点で中立を維持しており、基本資産配分との乖離はございません。 

当期末の実質資産配分は、世界の株式58.5％、世界の債券31.8％、世界のリート9.7％、現金等0.0％でした。 

 

各投資対象ファンドの状況は以下のとおりです。 

 

【世界の株式：日本株式】 

期を通じて、バーンスタイン・日本ストラテジック・バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を

高位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、東証33

業種分類によるセクター別では、電機機器、情報・通信業、銀行業などが組入比率上位となりました。 

 

【世界の株式：海外株式】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・国際バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を高

位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別配

分では米国、イギリス、フランスなどが組入比率上位となりました。セクター配分は、情報技術、金融、一般

消費財・サービスなどのセクターが組入比率上位となりました。 
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【世界の債券】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド受益証券への組入比率

を高位に維持しました。 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心とし、加えて国債との利回り格差（スプレッド）

があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへ投資を行いました。 

 

【世界のリート】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおけるリートの組入

比率を高位に維持しました。 

ファンダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選する投資

方針を維持しつつポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別では、米国、日本、イギ

リスが組入比率上位となりました。セクター別では、物流施設・オフィス、小売施設、総合型が組入比率上位

となりました。 
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当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設けて

おりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。なお、収益分

配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2017年１月19日～ 
2018年１月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 10,472  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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来期も基本資産配分に沿って、各投資対象ファンドに全額投資する方針です。 

 

【世界の株式：日本株式】 

日本株式市場の回復は、ファンダメンタルズの改善を反映した持続可能なものだと考えます。株主資本利益

率（ＲＯＥ）改善への取組が進んでいるほか、バリュー株のディスカウント幅が引き続き高水準にあるため、

大きな投資機会があるとみられます。こうした環境下、マザーファンドにおいては、引き続き徹底したリサー

チによりバリュエーションが魅力的な銘柄の発掘に注力し、リスクと投資機会を適切に分散させたポートフォ

リオ運営を行っており、綿密な企業のファンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー

投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の株式：海外株式】 

世界的に企業の収益成長が好調な状況が続いています。米国を中心に、株価水準に対する懸念が生じていま

すが、運用チームでは、引き続き様々な分野で魅力的な投資機会を捉えることができると考えています。マ

ザーファンドにおいては、個別投資機会への影響を継続的にモニタリングしつつ、引き続き綿密な企業のファ

ンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の債券】 

主要国の国債については、日本について相対的な魅力度の観点から組入れを低めとするほか、ユーロ圏主要

国や米国についても、組入れを低めとする方針です。投資適格社債については、企業ファンダメンタルズは全

般には良好であるものの、セクターにより差異が生じているため、投資機会を見極めて組み入れる方針です。 

 

【世界のリート】 

不動産市場のファンダメンタルズは全般的に改善しており、リートを取り巻く環境は世界的に良好である

とみています。引き続き、個別銘柄ベースで投資機会を発掘します。個別銘柄の組入れにあたっては、ファン

ダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選していく方針です。 
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○１万口当たりの費用明細 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 132  0.686  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (  7)  (0.038)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (114)  (0.594)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.054)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.009)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.003)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 21   0.111   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 19)  (0.101)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 156   0.809    

期中の平均基準価額は、19,197円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 18,825,658 41,364 14,104,886 33,494  

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド(除く日本、５０％ヘッジ) 215,604,396 486,085 141,112,356 330,501  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド(為替ヘッジあり)―４ 305,111,399 396,878 100,451,971 130,762  

合 計 539,541,453 924,328 255,669,213 494,758  
 

（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 29,482 101,171 10,481 36,641 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：01_90039_110951-4_009_04_アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０_707451.docx 

日 時：2018/02/27 12:59:00 

ページ：11 

 

 

－ 11 － 

アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０２０ 

○組入資産の明細 (2018年１月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 48,683,893 53,404,665 143,279 5.3 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッジ） 489,808,275 564,300,315 1,450,646 53.2 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為替ヘッジあり）―４ 464,673,664 669,333,092 867,187 31.8 

合 計 1,003,165,832 1,287,038,072 2,461,114 90.3 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 57,584 76,584 264,945 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,461,114 89.3 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 264,945 9.6 

コール・ローン等、その他 29,851 1.1 

投資信託財産総額 2,755,910 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（708,003千円）の投資

信託財産総額（773,223千円）に対する比率は91.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝111.33円、１カナダドル＝89.36円、１ユーロ＝135.72円、１英ポンド＝153.88円、１オーストラリアドル＝88.49円、

１香港ドル＝14.24円、１シンガポールドル＝83.93円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,755,910,150   

 コール・ローン等 20,150,483   

 投資信託受益証券(評価額) 2,461,114,147   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
リート・マザーファンド(評価額) 

264,945,520   

 未収入金 9,700,000   

(B) 負債 29,771,109   

 未払解約金 19,308,209   

 未払信託報酬 9,131,405   

 未払利息 49   

 その他未払費用 1,331,446   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,726,139,041   

 元本 1,331,611,289   

 次期繰越損益金 1,394,527,752   

(D) 受益権総口数 1,331,611,289口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,472円 
 

（注） 期首元本額1,058,161,178円、期中追加設定元本額1,101,655,073円、

期中一部解約元本額828,204,962円。当期末現在における１口当た

り純資産額2.0472円。 
 

○損益の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       10,611   

 その他収益金 575   

 支払利息 △       11,186   

(B) 有価証券売買損益 229,690,560   

 売買益 291,085,837   

 売買損 △   61,395,277   

(C) 信託報酬等 △   18,870,398   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 210,809,551   

(E) 前期繰越損益金 60,732,458   

(F) 追加信託差損益金 1,122,985,743   

 (配当等相当額) (    807,834,125)  

 (売買損益相当額) (    315,151,618)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,394,527,752   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,394,527,752   

 追加信託差損益金 1,122,985,743   

 (配当等相当額) (    807,834,125)  

 (売買損益相当額) (    315,151,618)  

 分配準備積立金 271,552,620   

 繰越損益金 △       10,611   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第９期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（210,818,628円）、収益調整金額（1,122,975,132円）および分

配準備積立金額（60,733,992円）より分配対象収益額は

1,394,527,752円（10,000口当たり10,472円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

５期(2014年１月20日) 16,553 0 29.3 99.7 327 

６期(2015年１月19日) 18,796 0 13.6 99.7 710 

７期(2016年１月18日) 17,241 0 △ 8.3 95.4 1,569 

８期(2017年１月18日) 19,660 0 14.0 99.7 1,757 

９期(2018年１月18日) 22,534 0 14.6 100.4 2,511 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年１月18日 19,660 － 99.7 

１月末 19,722 0.3 99.4 

２月末 20,138 2.4 100.0 

３月末 20,135 2.4 99.7 

４月末 20,300 3.3 99.8 

５月末 20,446 4.0 100.0 

６月末 20,579 4.7 99.6 

７月末 20,786 5.7 99.1 

８月末 20,596 4.8 99.9 

９月末 21,234 8.0 99.6 

10月末 21,543 9.6 99.8 

11月末 21,656 10.2 100.1 

12月末 22,164 12.7 99.6 

(期  末)    

2018年１月18日 22,534 14.6 100.4 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ ベンチマークについて 

当ファンドは、複数の投資信託証券を投資対象とし、時間の経過にしたがい資産配分を変更するファンドであり、特定の指数を上回ること

を目指す運用を行っていないため、ベンチマーク、参考指標はありません。    
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０（以下「当ファンド」ということがあります。）の運

用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比14.6％※の上昇となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの前期末比の投資対象ファンドの騰落率は、日本株式が26.6％、海外株式が20.8％、世界債券が

－0.1％、世界のリートが2.3％となりました。投資対象ファンドをファンドの方針にしたがい配分した結果、

基準価額の主な変動要因は次のとおりです。 

上昇要因：最も保有比率の高い海外株式が期を通じておおむね堅調に推移したこと 

下落要因：保有比率が高めの世界債券がやや軟調であったこと   
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当期の投資環境は以下のとおりです。 

 

【日本株式】 

日本株式市場は、前期末比で上昇しました。 

期初から2017年３月半ばにかけては、米国トランプ政権の財政政策への期待が高まった一方で、保護主義的

な通商政策への懸念から、上値の重い展開が続き、その後は、北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念などから、

下落しました。円高の進行も重しとなりました。しかし、４月下旬には、政治・地政学リスクへの懸念が後退

したことから反発し、好調な企業業績や為替の円安傾向などを好感して８月半ばにかけて堅調に推移しまし

た。その後も、一時軟調に転じる場面はあったものの、好調な企業業績や世界経済、衆議院選挙における与党

の勝利などを背景に、期末にかけておおむね堅調に推移しました。 

 

【海外株式】 

世界株式市場は、前期末比で上昇しました。 

好調な企業業績、欧米の金融当局による金融緩和縮小への慎重な姿勢、米国の法人税減税政策実現への期待

などが後押ししました。中東や北朝鮮における地政学リスク、ドイツやイギリスの長期金利の上昇、米国のト

ランプ大統領の政権運営への懸念などが嫌気されて、一時的に調整する場面が幾度かあったものの、期を通じ

ておおむね堅調に推移しました。 

 

【世界債券】 

世界の債券市場は以下のとおりでした。 

米国国債は、前期末比で価格は下落（利回りは上昇）しました。期初から2017年３月中旬にかけては、利上

げ期待などから、価格は下落しましたが、その後は北朝鮮情勢などの地政学リスクやトランプ政権に対する政

治不安から価格は上昇（利回りは低下）しました。９月中旬以降期末にかけては、利上げや法人税減税政策実

現への期待から価格は再び下落基調で推移しました。 

ドイツ国債は、前期末比で価格は下落しました。期初から2017年６月にかけては欧州の政治不安などから価

格は不安定な動きが続き、６月下旬に金融緩和縮小の可能性から価格は大きく下落しました。その後は、地政

学リスクや、10月の欧州中央銀行理事会で量的緩和縮小が決定されたものの慎重な姿勢が示されたことから、

価格は上昇しましたが、12月中旬から期末にかけてはドイツのインフレ率が想定を上回ったことなどから価

格は大きく下落しました。 

日本国債は、前期末比で価格は若干下落しました。期を通じて、日本銀行（日銀）による長短金利操作（イー

ルドカーブ・コントロール）が続く中で、欧米金利の動向を受けて狭いレンジで推移しました。 
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【世界のリート】 

世界のリート市場は、前期末比で上昇しました。 

世界的な長期金利の低下傾向や、好調な経済指標、リートの好決算に支えられ、不安定ながらも上昇基調を

維持しました。当期中、米国では政策金利が３回利上げされたほか、欧州でも金融緩和縮小の示唆がありまし

たが、影響は軽微に留まりました。また、世界的な株高の流れから投資家のリスク選好指向が強まったことも

リート市場を支えました。しかしながら、期末にかけては、米国の法人税減税政策実現への期待を背景に米国

を中心に長期金利が上昇し、上値の重い展開となりました。 

 

【外国為替】 

円ドル相場は、期初から2017年９月中旬にかけては、欧米の金利動向や北朝鮮情勢などの地政学リスクなど

から、不安定な動きの中、円高基調で推移しました。その後、米国の法人税減税政策への期待や金利の上昇を

背景に円安ドル高となりましたが、期末にかけては欧州金利の上昇や米国のインフレ指数が予想を下回った

ことなどから、円高ドル安に転じました。 

当期末の為替は、期首に比べて米ドル・円が１円50銭の円高・米ドル安となりました。 
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当ファンドは、複数の投資対象ファンドへの投資を通じて、実質的に国内外の株式、債券等に投資を行いま

す。当ファンドが投資する資産については、①基本資産配分は時間の経過に従い、成長性を重視する株式高位

から徐々に債券や短期金融商品への配分を高めます。②下落リスク抑制機能が、市場環境の変化に合わせて、

リスク資産（株式およびリート）の割合をその時の基本資産配分から最大20％までの範囲で、機動的に債券へ

シフトします。 

 

＜基本資産配分の推移＞ 

当期中、ファンドの方針に従い、基本資産配分の見直しを行いました。前期末（2017年１月）と当期末との

差は、世界の株式：－1.40％、世界の債券：＋1.40％、世界のリート：変わらずで、当期末の基本資産配分は、

世界の株式71.8％、世界の債券18.2％、世界のリート10.0％でした。 

 

引き続き、時間の経過に従い成長性を重視する株式高位から徐々に債券や短期金融商品中心の配分へと変

更する基本資産配分に基づいた運用を行ってまいります。 

 

＜下落リスク抑制機能＞ 

当期中ならびに当期末時点で中立を維持しており、基本資産配分との乖離はございません。 

当期末の実質資産配分は、世界の株式72.9％、世界の債券18.0％、世界のリート9.7％、現金等－0.6％でした。 

 

各投資対象ファンドの状況は以下のとおりです。 

 

【世界の株式：日本株式】 

期を通じて、バーンスタイン・日本ストラテジック・バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を

高位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、東証33

業種分類によるセクター別では、電機機器、情報・通信業、銀行業などが組入比率上位となりました。 

 

【世界の株式：海外株式】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・国際バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を高

位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別配

分では米国、イギリス、フランスなどが組入比率上位となりました。セクター配分は、情報技術、金融、一般

消費財・サービスなどのセクターが組入比率上位となりました。 
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【世界の債券】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド受益証券への組入比率

を高位に維持しました。 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心とし、加えて国債との利回り格差（スプレッド）

があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへ投資を行いました。 

 

【世界のリート】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおけるリートの組入

比率を高位に維持しました。 

ファンダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選する投資

方針を維持しつつポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別では、米国、日本、イギ

リスが組入比率上位となりました。セクター別では、物流施設・オフィス、小売施設、総合型が組入比率上位

となりました。 
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当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設けて

おりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。なお、収益分

配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2017年１月19日～ 
2018年１月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,534  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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来期も基本資産配分に沿って、各投資対象ファンドに全額投資する方針です。 

 

【世界の株式：日本株式】 

日本株式市場の回復は、ファンダメンタルズの改善を反映した持続可能なものだと考えます。株主資本利益

率（ＲＯＥ）改善への取組が進んでいるほか、バリュー株のディスカウント幅が引き続き高水準にあるため、

大きな投資機会があるとみられます。こうした環境下、マザーファンドにおいては、引き続き徹底したリサー

チによりバリュエーションが魅力的な銘柄の発掘に注力し、リスクと投資機会を適切に分散させたポートフォ

リオ運営を行っており、綿密な企業のファンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー

投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の株式：海外株式】 

世界的に企業の収益成長が好調な状況が続いています。米国を中心に、株価水準に対する懸念が生じていま

すが、運用チームでは、引き続き様々な分野で魅力的な投資機会を捉えることができると考えています。マ

ザーファンドにおいては、個別投資機会への影響を継続的にモニタリングしつつ、引き続き綿密な企業のファ

ンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の債券】 

主要国の国債については、日本について相対的な魅力度の観点から組入れを低めとするほか、ユーロ圏主要

国や米国についても、組入れを低めとする方針です。投資適格社債については、企業ファンダメンタルズは全

般には良好であるものの、セクターにより差異が生じているため、投資機会を見極めて組み入れる方針です。 

 

【世界のリート】 

不動産市場のファンダメンタルズは全般的に改善しており、リートを取り巻く環境は世界的に良好である

とみています。引き続き、個別銘柄ベースで投資機会を発掘します。個別銘柄の組入れにあたっては、ファン

ダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選していく方針です。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 142  0.686  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (  8)  (0.038)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (123)  (0.594)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 11)  (0.054)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.009)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.003)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 23   0.111   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 21)  (0.100)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 168   0.809    

期中の平均基準価額は、20,774円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 

○売買及び取引の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 13,989,442 31,320 10,367,317 23,649  

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド(除く日本、５０％ヘッジ) 174,066,706 396,916 78,305,308 180,183  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド(為替ヘッジあり)―４ 154,075,831 200,454 22,455,357 29,269  

合 計 342,131,979 628,691 111,127,982 233,103  
 

（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 24,913 86,708 7,010 24,496 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 

○組入資産の明細 (2018年１月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 57,816,175 61,438,300 164,832 6.6 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッジ） 552,260,378 648,021,776 1,665,869 66.3 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為替ヘッジあり）―４ 217,534,809 349,155,283 452,365 18.0 

合 計 827,611,362 1,058,615,359 2,283,067 90.9 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 52,782 70,684 244,534 
 

（注）単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,283,067 89.8 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 244,534 9.6 

コール・ローン等、その他 15,944 0.6 

投資信託財産総額 2,543,545 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（708,003千円）の投資

信託財産総額（773,223千円）に対する比率は91.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝111.33円、１カナダドル＝89.36円、１ユーロ＝135.72円、１英ポンド＝153.88円、１オーストラリアドル＝88.49円、

１香港ドル＝14.24円、１シンガポールドル＝83.93円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０３０ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,543,545,814   

 コール・ローン等 14,643,740   

 投資信託受益証券(評価額) 2,283,067,978   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
リート・マザーファンド(評価額) 

244,534,096   

 未収入金 1,300,000   

(B) 負債 31,954,443   

 未払解約金 22,848,045   

 未払信託報酬 7,947,549   

 未払利息 36   

 その他未払費用 1,158,813   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,511,591,371   

 元本 1,114,566,276   

 次期繰越損益金 1,397,025,095   

(D) 受益権総口数 1,114,566,276口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,534円 
 

（注） 期首元本額894,025,318円、期中追加設定元本額698,040,602円、

期中一部解約元本額477,499,644円。当期末現在における１口

当たり純資産額2.2534円。 
 

○損益の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        8,824   

 その他収益金 125   

 支払利息 △        8,949   

(B) 有価証券売買損益 262,673,520   

 売買益 313,681,522   

 売買損 △   51,008,002   

(C) 信託報酬等 △   16,353,672   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 246,311,024   

(E) 前期繰越損益金 53,831,928   

(F) 追加信託差損益金 1,096,882,143   

 (配当等相当額) (    814,554,385)  

 (売買損益相当額) (    282,327,758)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,397,025,095   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,397,025,095   

 追加信託差損益金 1,096,882,143   

 (配当等相当額) (    814,554,385)  

 (売買損益相当額) (    282,327,758)  

 分配準備積立金 300,151,776   

 繰越損益金 △        8,824   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第９期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（246,318,751円）、収益調整金額（1,096,873,319円）および分

配準備積立金額（53,833,025円）より分配対象収益額は

1,397,025,095円（10,000口当たり12,534円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

５期(2014年１月20日) 17,020 0 33.9 98.9 206 

６期(2015年１月19日) 19,364 0 13.8 99.6 591 

７期(2016年１月18日) 17,438 0 △ 9.9 99.6 1,303 

８期(2017年１月18日) 20,276 0 16.3 99.7 1,406 

９期(2018年１月18日) 23,839 0 17.6 99.3 1,806 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年１月18日 20,276 － 99.7 

１月末 20,380 0.5 99.3 

２月末 20,852 2.8 103.6 

３月末 20,862 2.9 99.8 

４月末 21,042 3.8 100.0 

５月末 21,210 4.6 100.1 

６月末 21,372 5.4 100.2 

７月末 21,633 6.7 98.3 

８月末 21,372 5.4 99.9 

９月末 22,187 9.4 98.0 

10月末 22,573 11.3 99.6 

11月末 22,700 12.0 100.1 

12月末 23,342 15.1 100.0 

(期  末)    

2018年１月18日 23,839 17.6 99.3 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ ベンチマークについて 

当ファンドは、複数の投資信託証券を投資対象とし、時間の経過にしたがい資産配分を変更するファンドであり、特定の指数を上回ること

を目指す運用を行っていないため、ベンチマーク、参考指標はありません。    
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

  
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０（以下「当ファンド」ということがあります。）の運

用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比17.6％※の上昇となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの前期末比の投資対象ファンドの騰落率は、日本株式が26.6％、海外株式が20.8％、世界債券が

－0.1％、世界のリートが2.3％となりました。投資対象ファンドをファンドの方針にしたがい配分した結果、

基準価額の主な変動要因は次のとおりです。 

上昇要因：最も保有比率の高い海外株式が期を通じておおむね堅調に推移したこと 

下落要因：保有していた世界債券がやや軟調であったこと   
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

  
当期の投資環境は以下のとおりです。 

 

【日本株式】 

日本株式市場は、前期末比で上昇しました。 

期初から2017年３月半ばにかけては、米国トランプ政権の財政政策への期待が高まった一方で、保護主義的

な通商政策への懸念から、上値の重い展開が続き、その後は、北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念などから、

下落しました。円高の進行も重しとなりました。しかし、４月下旬には、政治・地政学リスクへの懸念が後退

したことから反発し、好調な企業業績や為替の円安傾向などを好感して８月半ばにかけて堅調に推移しまし

た。その後も、一時軟調に転じる場面はあったものの、好調な企業業績や世界経済、衆議院選挙における与党

の勝利などを背景に、期末にかけておおむね堅調に推移しました。 

 

【海外株式】 

世界株式市場は、前期末比で上昇しました。 

好調な企業業績、欧米の金融当局による金融緩和縮小への慎重な姿勢、米国の法人税減税政策実現への期待

などが後押ししました。中東や北朝鮮における地政学リスク、ドイツやイギリスの長期金利の上昇、米国のト

ランプ大統領の政権運営への懸念などが嫌気されて、一時的に調整する場面が幾度かあったものの、期を通じ

ておおむね堅調に推移しました。 

 

【世界債券】 

世界の債券市場は以下のとおりでした。 

米国国債は、前期末比で価格は下落（利回りは上昇）しました。期初から2017年３月中旬にかけては、利上

げ期待などから、価格は下落しましたが、その後は北朝鮮情勢などの地政学リスクやトランプ政権に対する政

治不安から価格は上昇（利回りは低下）しました。９月中旬以降期末にかけては、利上げや法人税減税政策実

現への期待から価格は再び下落基調で推移しました。 

ドイツ国債は、前期末比で価格は下落しました。期初から2017年６月にかけては欧州の政治不安などから価

格は不安定な動きが続き、６月下旬に金融緩和縮小の可能性から価格は大きく下落しました。その後は、地政

学リスクや、10月の欧州中央銀行理事会で量的緩和縮小が決定されたものの慎重な姿勢が示されたことから、

価格は上昇しましたが、12月中旬から期末にかけてはドイツのインフレ率が想定を上回ったことなどから価

格は大きく下落しました。 

日本国債は、前期末比で価格は若干下落しました。期を通じて、日本銀行（日銀）による長短金利操作（イー

ルドカーブ・コントロール）が続く中で、欧米金利の動向を受けて狭いレンジで推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

【世界のリート】 

世界のリート市場は、前期末比で上昇しました。 

世界的な長期金利の低下傾向や、好調な経済指標、リートの好決算に支えられ、不安定ながらも上昇基調を

維持しました。当期中、米国では政策金利が３回利上げされたほか、欧州でも金融緩和縮小の示唆がありまし

たが、影響は軽微に留まりました。また、世界的な株高の流れから投資家のリスク選好指向が強まったことも

リート市場を支えました。しかしながら、期末にかけては、米国の法人税減税政策実現への期待を背景に米国

を中心に長期金利が上昇し、上値の重い展開となりました。 

 

【外国為替】 

円ドル相場は、期初から2017年９月中旬にかけては、欧米の金利動向や北朝鮮情勢などの地政学リスクなど

から、不安定な動きの中、円高基調で推移しました。その後、米国の法人税減税政策への期待や金利の上昇を

背景に円安ドル高となりましたが、期末にかけては欧州金利の上昇や米国のインフレ指数が予想を下回った

ことなどから、円高ドル安に転じました。 

当期末の為替は、期首に比べて米ドル・円が１円50銭の円高・米ドル安となりました。 
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当ファンドは、複数の投資対象ファンドへの投資を通じて、実質的に国内外の株式、債券等に投資を行いま

す。当ファンドが投資する資産については、①基本資産配分は時間の経過に従い、成長性を重視する株式高位

から徐々に債券や短期金融商品への配分を高めます。②下落リスク抑制機能が、市場環境の変化に合わせて、

リスク資産（株式およびリート）の割合をその時の基本資産配分から最大20％までの範囲で、機動的に債券へ

シフトします。 

 

＜基本資産配分の推移＞ 

当期中、ファンドの方針に従い、基本資産配分の見直しを行いました。前期末（2017年１月）と当期末との

差は、世界の株式：－1.40％、世界の債券：＋1.40％、世界のリート：変わらずで、当期末の基本資産配分は、

世界の株式85.8％、世界の債券4.2％、世界のリート10.0％でした。 

 

引き続き、時間の経過に従い成長性を重視する株式高位から徐々に債券や短期金融商品中心の配分へと変

更する基本資産配分に基づいた運用を行ってまいります。 

 

＜下落リスク抑制機能＞ 

当期中ならびに当期末時点で中立を維持しており、基本資産配分との乖離はございません。 

当期末の実質資産配分は、世界の株式85.9％、世界の債券4.0％、世界のリート9.7％、現金等0.4％でした。 

 

各投資対象ファンドの状況は以下のとおりです。 

 

【世界の株式：日本株式】 

期を通じて、バーンスタイン・日本ストラテジック・バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を

高位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、東証33

業種分類によるセクター別では、電機機器、情報・通信業、銀行業などが組入比率上位となりました。 

 

【世界の株式：海外株式】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・国際バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を高

位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別配

分では米国、イギリス、フランスなどが組入比率上位となりました。セクター配分は、情報技術、金融、一般

消費財・サービスなどのセクターが組入比率上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

【世界の債券】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド受益証券への組入比率

を高位に維持しました。 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。結果として、米国国債など先進主要国の国債を中心とし、加えて国債との利回り格差（スプレッド）

があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへ投資を行いました。 

 

【世界のリート】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおけるリートの組入

比率を高位に維持しました。 

ファンダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選する投資

方針を維持しつつポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別では、米国、日本、イギ

リスが組入比率上位となりました。セクター別では、物流施設・オフィス、小売施設、総合型が組入比率上位

となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

  
当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設けて

おりません。 

 

  
当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。なお、収益分

配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第９期 

2017年１月19日～ 
2018年１月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 13,839  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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来期も基本資産配分に沿って、各投資対象ファンドに全額投資する方針です。 

 

【世界の株式：日本株式】 

日本株式市場の回復は、ファンダメンタルズの改善を反映した持続可能なものだと考えます。株主資本利益

率（ＲＯＥ）改善への取組が進んでいるほか、バリュー株のディスカウント幅が引き続き高水準にあるため、

大きな投資機会があるとみられます。こうした環境下、マザーファンドにおいては、引き続き徹底したリサー

チによりバリュエーションが魅力的な銘柄の発掘に注力し、リスクと投資機会を適切に分散させたポートフォ

リオ運営を行っており、綿密な企業のファンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー

投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の株式：海外株式】 

世界的に企業の収益成長が好調な状況が続いています。米国を中心に、株価水準に対する懸念が生じていま

すが、運用チームでは、引き続き様々な分野で魅力的な投資機会を捉えることができると考えています。マ

ザーファンドにおいては、個別投資機会への影響を継続的にモニタリングしつつ、引き続き綿密な企業のファ

ンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の債券】 

主要国の国債については、日本について相対的な魅力度の観点から組入れを低めとするほか、ユーロ圏主要

国や米国についても、組入れを低めとする方針です。投資適格社債については、企業ファンダメンタルズは全

般には良好であるものの、セクターにより差異が生じているため、投資機会を見極めて組み入れる方針です。 

 

【世界のリート】 

不動産市場のファンダメンタルズは全般的に改善しており、リートを取り巻く環境は世界的に良好である

とみています。引き続き、個別銘柄ベースで投資機会を発掘します。個別銘柄の組入れにあたっては、ファン

ダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選していく方針です。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 183  0.848  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (  8)  (0.038)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (163)  (0.756)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 12)  (0.054)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  2)  (0.009)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 1   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.003)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 24   0.111   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 22)  (0.100)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 210   0.971    

期中の平均基準価額は、21,627円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

○売買及び取引の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 22,509,200 51,429 22,686,733 53,789  

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド(除く日本、５０％ヘッジ) 211,263,479 484,968 187,438,017 440,126  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド(為替ヘッジあり)―４ 41,360,305 53,809 12,196,533 15,899  

合 計 275,132,984 590,207 222,321,283 509,816  
 

（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 22,646 78,592 14,406 50,483 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

○組入資産の明細 (2018年１月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 52,899,703 52,722,170 141,448 7.8 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッジ） 524,804,885 548,630,347 1,410,364 78.1 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（為替ヘッジあり）―４ 27,058,302 56,222,074 72,841 4.0 

合 計 604,762,890 657,574,591 1,624,653 90.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 42,178 50,418 174,423 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,624,653 89.2 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 174,423 9.6 

コール・ローン等、その他 21,938 1.2 

投資信託財産総額 1,821,014 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（708,003千円）の投資

信託財産総額（773,223千円）に対する比率は91.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝111.33円、１カナダドル＝89.36円、１ユーロ＝135.72円、１英ポンド＝153.88円、１オーストラリアドル＝88.49円、

１香港ドル＝14.24円、１シンガポールドル＝83.93円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０４０ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,821,014,936   

 コール・ローン等 13,137,904   

 投資信託受益証券(評価額) 1,624,653,661   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
リート・マザーファンド(評価額) 

174,423,371   

 未収入金 8,800,000   

(B) 負債 14,891,030   

 未払解約金 6,627,179   

 未払信託報酬 7,391,972   

 未払利息 32   

 その他未払費用 871,847   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,806,123,906   

 元本 757,626,456   

 次期繰越損益金 1,048,497,450   

(D) 受益権総口数 757,626,456口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 23,839円 
 

（注） 期首元本額693,476,343円、期中追加設定元本額589,523,376円、

期中一部解約元本額525,373,263円。当期末現在における１口

当たり純資産額2.3839円。 
 

○損益の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        6,237   

 その他収益金 287   

 支払利息 △        6,524   

(B) 有価証券売買損益 217,211,730   

 売買益 281,013,248   

 売買損 △   63,801,518   

(C) 信託報酬等 △   15,096,798   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 202,108,695   

(E) 前期繰越損益金 18,892,354   

(F) 追加信託差損益金 827,496,401   

 (配当等相当額) (    497,891,198)  

 (売買損益相当額) (    329,605,203)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,048,497,450   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,048,497,450   

 追加信託差損益金 827,496,401   

 (配当等相当額) (    497,891,198)  

 (売買損益相当額) (    329,605,203)  

 分配準備積立金 221,007,286   

 繰越損益金 △        6,237   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第９期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（202,114,291円）、収益調整金額（827,490,164円）および分配

準備積立金額（18,892,995円）より分配対象収益額は

1,048,497,450円（10,000口当たり13,839円）ですが、当期に分

配した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 
○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2015年10月30日 10,000 － － － 81 

１期(2016年１月18日) 8,719 0 △12.8 99.3 231 

２期(2017年１月18日) 10,109 0 15.9 99.5 320 

３期(2018年１月18日) 11,959 0 18.3 105.0 853 
 

（注） 設定日の基準価額は、当初設定時の価額です。また設定日の純資産総額は、当初設定元本総額を表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2017年１月18日 10,109 － 99.5 

１月末 10,156 0.5 99.4 

２月末 10,405 2.9 99.8 

３月末 10,401 2.9 99.8 

４月末 10,493 3.8 100.0 

５月末 10,578 4.6 100.0 

６月末 10,668 5.5 100.0 

７月末 10,800 6.8 97.5 

８月末 10,659 5.4 99.1 

９月末 11,089 9.7 100.6 

10月末 11,290 11.7 100.2 

11月末 11,355 12.3 101.6 

12月末 11,691 15.6 100.2 

(期  末)    

2018年１月18日 11,959 18.3 105.0 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ ベンチマークについて 

当ファンドは、複数の投資信託証券を投資対象とし、時間の経過にしたがい資産配分を変更するファンドであり、特定の指数を上回ること

を目指す運用を行っていないため、ベンチマーク、参考指標はありません。    
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

  
アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０（以下「当ファンド」ということがあります。）の運

用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2017年１月18日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比18.3％※の上昇となりました。 

 
※基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数

料等を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの前期末比の投資対象ファンドの騰落率は、日本株式が26.6％、海外株式が20.8％、世界債券が

－0.1％、世界のリートが2.3％となりました。投資対象ファンドをファンドの方針にしたがい配分した結果、

基準価額の主な変動要因は次のとおりです。 

上昇要因：最も保有比率の高い海外株式が期を通じておおむね堅調に推移したこと   
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

  
当期の投資環境は以下のとおりです。 

 

【日本株式】 

日本株式市場は、前期末比で上昇しました。 

期初から2017年３月半ばにかけては、米国トランプ政権の財政政策への期待が高まった一方で、保護主義的

な通商政策への懸念から、上値の重い展開が続き、その後は、北朝鮮を巡る地政学リスクへの懸念などから、

下落しました。円高の進行も重しとなりました。しかし、４月下旬には、政治・地政学リスクへの懸念が後退

したことから反発し、好調な企業業績や為替の円安傾向などを好感して８月半ばにかけて堅調に推移しまし

た。その後も、一時軟調に転じる場面はあったものの、好調な企業業績や世界経済、衆議院選挙における与党

の勝利などを背景に、期末にかけておおむね堅調に推移しました。 

 

【海外株式】 

世界株式市場は、前期末比で上昇しました。 

好調な企業業績、欧米の金融当局による金融緩和縮小への慎重な姿勢、米国の法人税減税政策実現への期待

などが後押ししました。中東や北朝鮮における地政学リスク、ドイツやイギリスの長期金利の上昇、米国のト

ランプ大統領の政権運営への懸念などが嫌気されて、一時的に調整する場面が幾度かあったものの、期を通じ

ておおむね堅調に推移しました。 

 

【世界債券】 

世界の債券市場は以下のとおりでした。 

米国国債は、前期末比で価格は下落（利回りは上昇）しました。期初から2017年３月中旬にかけては、利上

げ期待などから、価格は下落しましたが、その後は北朝鮮情勢などの地政学リスクやトランプ政権に対する政

治不安から価格は上昇（利回りは低下）しました。９月中旬以降期末にかけては、利上げや法人税減税政策実

現への期待から価格は再び下落基調で推移しました。 

ドイツ国債は、前期末比で価格は下落しました。期初から2017年６月にかけては欧州の政治不安などから価

格は不安定な動きが続き、６月下旬に金融緩和縮小の可能性から価格は大きく下落しました。その後は、地政

学リスクや、10月の欧州中央銀行理事会で量的緩和縮小が決定されたものの慎重な姿勢が示されたことから、

価格は上昇しましたが、12月中旬から期末にかけてはドイツのインフレ率が想定を上回ったことなどから価

格は大きく下落しました。 

日本国債は、前期末比で価格は若干下落しました。期を通じて、日本銀行（日銀）による長短金利操作（イー

ルドカーブ・コントロール）が続く中で、欧米金利の動向を受けて狭いレンジで推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

【世界のリート】 

世界のリート市場は、前期末比で上昇しました。 

世界的な長期金利の低下傾向や、好調な経済指標、リートの好決算に支えられ、不安定ながらも上昇基調を

維持しました。当期中、米国では政策金利が３回利上げされたほか、欧州でも金融緩和縮小の示唆がありまし

たが、影響は軽微に留まりました。また、世界的な株高の流れから投資家のリスク選好指向が強まったことも

リート市場を支えました。しかしながら、期末にかけては、米国の法人税減税政策実現への期待を背景に米国

を中心に長期金利が上昇し、上値の重い展開となりました。 

 

【外国為替】 

円ドル相場は、期初から2017年９月中旬にかけては、欧米の金利動向や北朝鮮情勢などの地政学リスクなど

から、不安定な動きの中、円高基調で推移しました。その後、米国の法人税減税政策への期待や金利の上昇を

背景に円安ドル高となりましたが、期末にかけては欧州金利の上昇や米国のインフレ指数が予想を下回った

ことなどから、円高ドル安に転じました。 

当期末の為替は、期首に比べて米ドル・円が１円50銭の円高・米ドル安となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

  
当ファンドは、複数の投資対象ファンドへの投資を通じて、実質的に国内外の株式、債券等に投資を行いま

す。当ファンドが投資する資産については、①基本資産配分は時間の経過に従い、成長性を重視する株式高位

から徐々に債券や短期金融商品への配分を高めます。②下落リスク抑制機能が、市場環境の変化に合わせて、

リスク資産（株式およびリート）の割合をその時の基本資産配分から最大20％までの範囲で、機動的に債券へ

シフトします。 

 

＜基本資産配分の推移＞ 

当期中、ファンドの方針に従い、基本資産配分の見直しを行いました。前期末（2017年１月）と当期末との

差は、世界の株式：変わらず、世界の債券：変わらず、世界のリート：変わらずで、当期末の基本資産配分は、

世界の株式90.0％、世界の債券0.0％、世界のリート10.0％でした。 

 

引き続き、時間の経過に従い成長性を重視する株式高位から徐々に債券や短期金融商品中心の配分へと変

更する基本資産配分に基づいた運用を行ってまいります。 

 

＜下落リスク抑制機能＞ 

当期中ならびに当期末時点で中立を維持しており、基本資産配分との乖離はございません。 

当期末の実質資産配分は、世界の株式94.9％、世界の債券0.0％、世界のリート10.4％、現金等－5.3％でした。 

 

各投資対象ファンドの状況は以下のとおりです。 

 

【世界の株式：日本株式】 

期を通じて、バーンスタイン・日本ストラテジック・バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を

高位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、東証33

業種分類によるセクター別では、電機機器、情報・通信業、銀行業などが組入比率上位となりました。 

 

【世界の株式：海外株式】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・国際バリュー株・マザーファンド受益証券への組入比率を高

位に維持しました。 

マザーファンドでは、企業ファンダメンタル分析と定量分析の融合によって中長期的な収益性と比較して

株価が割安になっている銘柄を厳選してポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別配

分では米国、イギリス、フランスなどが組入比率上位となりました。セクター配分は、情報技術、金融、一般

消費財・サービスなどのセクターが組入比率上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

【世界の債券】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド受益証券への組入比率

を高位に維持しました。 

マザーファンドでは、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、世界各国の国債や投

資適格社債の中から相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行

いました。その結果、米国国債など先進主要国の国債を中心とし、加えて国債との利回り格差（スプレッド）

があり投資妙味が高い社債や政府機関債などへ投資を行いました。 

 

【世界のリート】 

期を通じて、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおけるリートの組入

比率を高位に維持しました。 

ファンダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選する投資

方針を維持しつつポートフォリオを構築しました。その結果、期末においては、国別では、米国、日本、イギ

リスが組入比率上位となりました。セクター別では、物流施設・オフィス、小売施設、総合型が組入比率上位

となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

  
当ファンドはベンチマークおよび参考指数を設けて

おりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。なお、収益分

配に充てなかった利益につきましては、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2017年１月19日～ 
2018年１月18日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,959  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

  
来期も基本資産配分に沿って、各投資対象ファンドに全額投資する方針です。 

 

【世界の株式：日本株式】 

日本株式市場の回復は、ファンダメンタルズの改善を反映した持続可能なものだと考えます。株主資本利益

率（ＲＯＥ）改善への取組が進んでいるほか、バリュー株のディスカウント幅が引き続き高水準にあるため、

大きな投資機会があるとみられます。こうした環境下、マザーファンドにおいては、引き続き徹底したリサー

チによりバリュエーションが魅力的な銘柄の発掘に注力し、リスクと投資機会を適切に分散させたポートフォ

リオ運営を行っており、綿密な企業のファンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー

投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の株式：海外株式】 

世界的に企業の収益成長が好調な状況が続いています。米国を中心に、株価水準に対する懸念が生じていま

すが、運用チームでは、引き続き様々な分野で魅力的な投資機会を捉えることができると考えています。マ

ザーファンドにおいては、個別投資機会への影響を継続的にモニタリングしつつ、引き続き綿密な企業のファ

ンダメンタル分析と定量分析に基づく個別銘柄ベースでのバリュー投資機会を発掘し、投資する方針です。 

 

【世界の債券】 

主要国の国債については、日本について相対的な魅力度の観点から組入れを低めとするほか、ユーロ圏主要

国や米国についても、組入れを低めとする方針です。投資適格社債については、企業ファンダメンタルズは全

般には良好であるものの、セクターにより差異が生じているため、投資機会を見極めて組み入れる方針です。 

 

【世界のリート】 

不動産市場のファンダメンタルズは全般的に改善しており、リートを取り巻く環境は世界的に良好である

とみています。引き続き、個別銘柄ベースで投資機会を発掘します。個別銘柄の組入れにあたっては、ファン

ダメンタルズが堅調かつ経営陣が優れ、中長期の収益力に対して価格が割安な銘柄を厳選していく方針です。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 92  0.848  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (  4)  (0.038)  委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 82)  (0.756)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.054)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.009   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.009)  売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.004   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.004)  有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 12   0.111   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） ( 11)  (0.101)  その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 105   0.972    

期中の平均基準価額は、10,798円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

○売買及び取引の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 31,270,271 69,924 16,815,306 39,755  

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド(除く日本、５０％ヘッジ) 325,758,365 736,766 161,726,965 375,991  
合 計 357,028,636 806,690 178,542,271 415,747  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） 金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 29,126 100,509 13,014 45,552 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

○組入資産の明細 (2018年１月18日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・日本株式バリュー戦略ファンド 12,334,912 26,789,877 71,874 8.4 

適格機関投資家私募 アライアンス・バーンスタイン・海外株式バリュー戦略ファンド（除く日本、５０％ヘッジ） 123,111,156 287,142,556 738,157 86.5 

合 計 135,446,068 313,932,433 810,031 94.9 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 9,566 25,679 88,837 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年１月18日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 810,031 87.4 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド 88,837 9.6 

コール・ローン等、その他 28,148 3.0 

投資信託財産総額 927,016 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（708,003千円）の投資

信託財産総額（773,223千円）に対する比率は91.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レート

は、１米ドル＝111.33円、１カナダドル＝89.36円、１ユーロ＝135.72円、１英ポンド＝153.88円、１オーストラリアドル＝88.49円、

１香港ドル＝14.24円、１シンガポールドル＝83.93円です。 

 

 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 ２０５０ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年１月18日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 927,016,915   

 コール・ローン等 26,847,434   

 投資信託受益証券(評価額) 810,031,929   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
リート・マザーファンド(評価額) 

88,837,552   

 未収入金 1,300,000   

(B) 負債 73,453,052   

 未払解約金 69,193,774   

 未払信託報酬 3,809,882   

 未払利息 66   

 その他未払費用 449,330   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 853,563,863   

 元本 713,733,519   

 次期繰越損益金 139,830,344   

(D) 受益権総口数 713,733,519口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,959円 
 

（注） 期首元本額317,370,254円、期中追加設定元本額1,356,645,801円、

期中一部解約元本額960,282,536円。当期末現在における１口当た

り純資産額1.1959円。 
 

○損益の状況 (2017年１月19日～2018年１月18日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,612   

 その他収益金 40   

 支払利息 △      4,652   

(B) 有価証券売買損益 85,243,943   

 売買益 127,121,855   

 売買損 △ 41,877,912   

(C) 信託報酬等 △  6,575,611   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 78,663,720   

(E) 前期繰越損益金 4,162,334   

(F) 追加信託差損益金 57,004,290   

 (配当等相当額) (   35,518,372)  

 (売買損益相当額) (   21,485,918)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 139,830,344   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 139,830,344   

 追加信託差損益金 57,004,290   

 (配当等相当額) (   35,518,372)  

 (売買損益相当額) (   21,485,918)  

 分配準備積立金 82,830,666   

 繰越損益金 △      4,612   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第３期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（78,668,213円）、収益調整金額（56,999,678円）および分配準

備 積 立 金 額 （ 4,162,453 円 ） よ り 分 配 対 象 収 益 額 は

139,830,344円（10,000口当たり1,959円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 

 

○分配金のお知らせ  

当期の収益分配は、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることといたしました。 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年１月18日現在) 

＜アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド＞ 
 下記は、アライアンス・バーンスタイン・グローバル・リート・マザーファンド全体(223,367千口)の内容

です。 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ＭＣＵＢＳ ＭＩＤＣＩＴＹ投資法人 6 － － － 

ケネディクス・レジデンシャル投資法人 9 － － － 

アクティビア・プロパティーズ投資法人 － 11 5,401 0.7 

ヒューリックリート投資法人 21 30 5,109 0.7 

ケネディクス商業リート投資法人 － 17 4,246 0.5 

ラサールロジポート投資法人 24 34 4,090 0.5 

日本ビルファンド投資法人 － 15 8,790 1.1 

プレミア投資法人 22 － － － 

フロンティア不動産投資法人 7 9 4,162 0.5 

福岡リート投資法人 17 27 4,870 0.6 

ケネディクス不動産投資法人 6 8 5,576 0.7 

阪急リート投資法人 12 － － － 

日本賃貸住宅投資法人 40 59 4,997 0.6 

合 計 
口 数 ・ 金 額 164 210 47,243  

銘 柄 数＜比 率＞ 10 9 ＜6.1％＞  
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 
 

  

国内投資信託証券 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 

 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

ALEXANDRIA REAL ESTATE EQUITIES 655 1,262 158 17,632 2.3 

AMERICAN CAMPUS COMMUNITIES － 1,560 60 6,768 0.9 

AMERICAN HOMES 4 RENT A － 6,340 129 14,413 1.9 

AMERICAN TOWER CORP 500 － － － － 

APARTMENT INVT MGMT CO-A 1,350 － － － － 

APPLE HOSPITALITY REIT INC 2,900 － － － － 

ARMAD HOFFLER PROPERTIES INC 4,320 6,330 92 10,295 1.3 

AVALONBAY COMMUNITIES INC 807 501 85 9,476 1.2 

BLACKSTONE MORTGAGE TRUST INC 1,560 － － － － 

BOSTON PROPERTIES INC 1,401 326 39 4,445 0.6 

BRANDYWINE REALTY TRUST 5,240 4,730 82 9,173 1.2 

BRIXMOR PROPERTY GROUP INC 4,430 － － － － 

CAMDEN PROPERTY TRUST － 1,310 112 12,469 1.6 

COLUMBIA PROPERTY TRUST INC 2,120 4,033 87 9,734 1.3 

CORPORATE OFFICE PROPERTIES 1,910 2,540 70 7,881 1.0 

CROWN CASTLE INTL CORP － 355 37 4,190 0.5 

CUBESMART － 3,400 93 10,363 1.3 

CYRUSONE INC － 475 26 2,951 0.4 

DCT INDUSTRIAL TRUST INC 1,290 － － － － 

DIAMONDROCK HOSPITALITY CO 6,340 － － － － 

DIGITAL REALTY TRUST INC 850 1,628 174 19,395 2.5 

EDUCATION REALTY TRUST INC 1,980 － － － － 

EMPIRE STATE REALTY TRUST-A 3,600 4,730 89 10,010 1.3 

EQUINIX INC 130 66 29 3,246 0.4 

ESSEX PROPERTY TRUST INC 80 686 155 17,364 2.2 

EXTRA SPACE STORAGE INC 1,810 － － － － 

FEDERAL REALTY INVESTMENT TRUST 750 － － － － 

GRAMERCY PROPERTY TRUST 3,195 3,330 87 9,783 1.3 

HEALTHCARE REALTY TRUST 630 2,740 81 9,111 1.2 

HUDSON PACIFIC PROPERTIES INC － 2,815 91 10,172 1.3 

INDEPENDENCE REALTY TRUST INC 6,040 6,310 60 6,694 0.9 

KILROY REALTY CORP － 1,180 84 9,434 1.2 

LIBERTY PROPERTY TRUST 1,520 2,100 86 9,622 1.2 

MGM GROWTH PROPERTIES LLC A － 2,315 67 7,492 1.0 

MACK-CALI REALTY CORP － 2,750 57 6,380 0.8 

MEDICAL PROPERTIES TRUST INC － 6,780 88 9,835 1.3 

MID-AMERICA APARTMENT COMM 1,060 1,407 130 14,547 1.9 

MONMOUTH REAL ESTATE INVESTMENT 2,490 2,960 51 5,687 0.7 

NATIONAL RETAIL PROPERTIES INC 2,705 2,810 114 12,704 1.6 

NATIONAL STORAGE AFFILIATES 4,340 3,710 96 10,743 1.4 

PARK HOTELS & RESORTS INC － 3,400 99 11,079 1.4 

PARKWAY INC 920 － － － － 

PROLOGIS INC 1,820 1,370 86 9,587 1.2  

外国投資信託証券 
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

PUBLIC STORAGE 315 455 89 9,912 1.3 

RLJ LODGING TRUST － 3,900 88 9,864 1.3 

RAMCO-GERSHENSON PROPERTIES 3,346 － － － － 

REALTY INCOME CORP 1,775 3,635 193 21,545 2.8 

REGENCY CENTERS CORP － 1,940 124 13,868 1.8 

RETAIL OPPORTUNITY INVESTMEN － 3,955 74 8,304 1.1 

REXFORD INDUSTRIAL REALTY INC 3,099 3,699 107 11,975 1.5 

SL GREEN REALTY CORP － 1,050 99 11,113 1.4 

SABRA HEALTH CARE REIT INC － 4,680 83 9,341 1.2 

SIMON PROPERTY GROUP INC 1,534 2,338 391 43,572 5.6 

SPIRIT REALTY CAPITAL INC 6,180 － － － － 

STAG INDUSTRIAL INC － 5,415 140 15,601 2.0 

SUMMIT HOTEL PROPERTIES INC 3,317 4,117 66 7,356 1.0 

SUN COMMUNITIES INC 1,273 1,620 142 15,874 2.1 

TAUBMAN CENTERS INC 1,205 － － － － 

URBAN EDGE PROPERTIES － 3,185 75 8,446 1.1 

VENTAS INC 2,405 1,215 66 7,436 1.0 

VORNADO REALTY TRUST 420 － － － － 

WASHINGTON REIT 1,350 3,820 110 12,328 1.6 

WELLTOWER INC 425 4,070 244 27,236 3.5 

小 計 
口  数 ・ 金  額 95,387 135,343 4,908 546,471  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 44 48 － ＜70.7％＞  

(カナダ)   千カナダドル   

ALLIED PROPERTIES REAL ESTATE 1,370 1,530 64 5,727 0.7 

H&R REAL ESTATE INV-REIT UTS 2,090 2,750 58 5,192 0.7 

MILESTONE APARTMENTS REAL ES 1,439 － － － － 

DREAM GLOBAL REAL ESTATE INV － 3,790 45 4,050 0.5 

KILLAM APARTMENT REAL ESTATE 2,800 6,290 87 7,795 1.0 

小 計 
口  数 ・ 金  額 7,699 14,360 254 22,766  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 4 4 － ＜2.9％＞  

(ユーロ…ドイツ)   千ユーロ   

ALSTRIA OFFICE REIT AG 1,610 － － － － 

小 計 
口  数 ・ 金  額 1,610 － － －  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 － － ＜－％＞  

(ユーロ…フランス)      

ICADE 550 740 62 8,476 1.1 

UNIBAIL-RODAMCO SE － 325 66 9,055 1.2 

KLEPIERRE REIT 1,726 2,096 75 10,186 1.3 

GECINA SA 300 － － － － 

MERCIALYS 1,930 － － － － 

小 計 
口  数 ・ 金  額 4,506 3,161 204 27,718  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 4 3 － ＜3.6％＞  

(ユーロ…スペイン)      

HISPANIA ACTIVOS INMOBILIARI － 3,430 57 7,755 1.0 

MERLIN PROPERTIES SOCIMI SA 4,820 3,880 44 6,087 0.8  
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アライアンス・バーンスタイン・財産設計 

 

銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(ユーロ…スペイン) 口 口 千ユーロ 千円 ％ 

AXIARE PATRIMONIO SOCIMI SA 1,930 － － － － 

小 計 
口  数 ・ 金  額 6,750 7,310 101 13,842  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 2 2 － ＜1.8％＞  

(ユーロ…アイルランド)      

HIBERNIA REIT PLC － 12,450 18 2,500 0.3 

小 計 
口  数 ・ 金  額 － 12,450 18 2,500  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ － 1 － ＜0.3％＞  

ユ ー ロ 計 
口  数 ・ 金  額 12,866 22,921 324 44,062  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 7 6 － ＜5.7％＞  

(イギリス)   千英ポンド   

DERWENT LONDON PLC 1,090 1,715 51 7,983 1.0 

BIG YELLOW GROUP PLC 3,330 － － － － 

LAND SECURITIES GROUP PLC 1,168 － － － － 

SEGRO PLC 7,070 7,724 44 6,879 0.9 

WORKSPACE GROUP PLC 4,530 4,400 43 6,621 0.9 

TRITAX BIG BOX REIT PLC － 21,160 31 4,893 0.6 

ASSURA PLC 20,250 － － － － 

LAND SECURITIES GROUP PLC － 5,071 50 7,846 1.0 

小 計 
口  数 ・ 金  額 37,438 40,070 222 34,225  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 6 5 － ＜4.4％＞  

(オーストラリア)   千オーストラリアドル   

MIRVAC GROUP － 39,440 87 7,782 1.0 

INVESTA OFFICE FUND 9,910 12,360 55 4,867 0.6 

CHARTER HALL RETAIL REIT － 15,790 61 5,463 0.7 

GPT GROUP 15,160 21,790 108 9,621 1.2 

GOODMAN GROUP 11,220 7,550 60 5,378 0.7 

SCENTRE GROUP 19,014 － － － － 

小 計 
口  数 ・ 金  額 55,304 96,930 374 33,113  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 4 5 － ＜4.3％＞  

(香港)   千香港ドル   

LINK REIT 12,851 12,851 909 12,947 1.7 

CHAMPION REIT － 48,000 275 3,916 0.5 

小 計 
口  数 ・ 金  額 12,851 60,851 1,184 16,863  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 2 － ＜2.2％＞  

(シンガポール)   千シンガポールドル   

CAPITALAND COMMERCIAL TRUST 31,000 － － － － 

MAPLETREE LOGISTICS TRUST 24,000 48,300 65 5,513 0.7 

小 計 
口  数 ・ 金  額 55,000 48,300 65 5,513  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 2 1 － ＜0.7％＞  

合 計 
口  数 ・ 金  額 276,545 418,775 － 703,015  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 68 71 － ＜91.0％＞  
 

（注） 邦貨換算金額は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） －印は該当なし。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド
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